
児童ホームへの民間活力導入に向けたサウンディング型市場調査 質問及び回答 

番号 質問日 質問 回答 

1 10/19 

児童ホームが 18 歳未満利用ですが、午後 5 時までの開館時間では、

中高生の利用はあまり想定しないのでしょうか。また複合施設に設置

している場合、他施設との兼ね合いで延長できない場合もあります

か。 

（実施要領） 

児童ホームは中高生の居場所でもあり、利用対象として想定してお

ります。開館時間の延長や中高生向け事業の実施などを含めて、中

高生の利用を促進するためのご提案がございましたらご教示くだ

さい。現状では複合施設であることを理由として延長できない場合

を想定していただかなくても結構です。まずは開館時間の延長等に

よるコストやサービス面での向上など、総合的な観点から検討させ

ていただきたいと考えております。 

2 10/19 

貴市には青少年会館がありますが、中高生の児童ホームとのすみわけ

はされていますか。 

（実施要領） 

青少年会館は団体で利用する施設で、施設使用料がかかる場合があ

ります。児童ホームは個人で自由に来館することができ、無料で利

用できます。 

3 10/19 

対話内容に「開館時間の延長の是非」についてとありますが、貴市で

はどのような利用者層を見込んでいるかお教えください。 

（実施要領） 

開館時間を延長することで、中高生の利用促進につながるのではな

いかと考えております。 

4 10/19 

職員配置について、土日がファミリー世代にとってよく利用されると

思います。そのための増員のための土日パートの配置と考えてよろし

いでしょうか。 

（別紙資料 4 児童ホーム職員数） 

土日パートの配置は、週 5 日勤務の職員（園長・ブロック担当者・

児童厚生員）の週休日を補完するための配置であり、増員のための

配置ではありません。 

5 10/19 

園長が放課後ルームの責任者を兼務とありますが、民間活力の導入の

際は放課後ルームに対しても導入の可能性も視野に入りますか。 

（別紙資料 4 児童ホーム職員数） 

現状、公設公営の放課後ルームへの民間活力導入は検討しておりま

せん。 

6 10/22 

高根台、金杉台が他の年度に比べ平成 30 年度に突出していますが要

因は何でしょうか。 

（別添資料 ２ 修繕実績） 

高根台については、床材の張替え修繕を 2 件（事務室 299,160 円、

多目的室 222,480 円）行ったためです。 



金杉台については、危険ブロック塀の改修（3,456,000 円）を行っ

たためです。 

7 10/22 

海神は毎年 100 万円を超える修繕が発生しておりますが、計画的なも

のでしょうか。 

（別添資料 ２ 修繕実績） 

計画的なものではありませんが、複合施設の主管施設で共用部分の

修繕の負担を担っており、また、施設規模が比較的大きいことから、

設備の修繕費も高額になる傾向があります。 

〇H29 年度 

駐輪場屋根修繕 223,560 円、廊下壁穴補修修繕 172,800 円 等 

〇H30 年度 

受水槽修繕 295,920 円、火災通報装置修繕 285,120 円 等 

〇R1 年度 

空調修繕 600,820 円 等 

8 10/22 
市の主催事業における「その他」とは具体的に何を指しますか。 

（別添資料 ５ 利用者別内訳） 

移動交番などが計上されております。 

9 10/22 

①一般利用において大人よりも幼児が多くなっています。双子や兄弟

との解釈でよろしいでしょうか。 

②また、小室は幼児よりも大人の利用が多いようですが、母だけでは

なく父や祖父母の利用が多いとの解釈でよろしいでしょうか。 

（別添資料 ５ 利用者別内訳） 

①お見込みのとおりです。 

②両親や祖父母など、児童 1 人に対し大人 2 人以上で来館される

こともあるので、大人の利用数が幼児を上回ることがあります。 

10 10/22 

①団体利用の児童文庫とはどういったものでしょうか。前原を拠点に

活動されているとの認識でよろしいでしょうか。 

②また、育成クラブ、幼児教室、その他について、名称はありますが

実績は無いようです。活動休止中と解釈して差し支えないでしょう

か。 

（別添資料 ５ 利用者別内訳） 

①前原児童ホームを拠点に活動をされている団体で、読み聞かせや

本の貸し出しを行っております。児童ホームはその活動場所の提供

をしております。前原以外にも高根台、金杉台で活動されている児

童文庫団体があります。 

②お見込みのとおりです。 



11 10/22 

来館者増につながる魅力ある事業展開等の必要性が記載されており

ます。実際に利用されている方々のニーズ把握等はされていることと

推察いたしますが、開示いただくことは可能でしょうか。 

（実施要領） 

令和 2 年 9 月に実施したアンケート調査の「今後、参加してみた

い事業（イベント）等はありますか。※複数回答可」という質問に

対する回答として以下のような結果となりました。 

 

小学生以上（回答数 280 人） 保護者（回答数 369 人） 

今後参加してみたい

事業（複数回答） 
総計 

今後参加してみたい

事業（複数回答） 
総計 

季節行事 70 季節行事 160 

ドッジボール大会 68 コンサート 125 

こどもまつり 51 運動講座 103 

工作教室 42 おはなし会 77 

スポーツ大会 42 年齢別講座 74 

卓球大会 32 テーマ別講座 68 

子どもスタッフ 26 身体測定 63 

一輪車 19 救急 61 

クラブ 17 
中学生と赤ちゃんふ

れあい事業 
54 

コンサート 16 離乳食講座 18 

おはなし会 9 相談 11 

紙芝居 8 
 

12 10/23 
開館時の職員配置基準をご教示ください。 

（別添資料 ４ 児童ホーム職員配置） 

開館時は 3 名～7 名で運営しております。 



13 10/23 
各施設の予算規模についてご教示ください。 

（別添資料 １ 施設概要） 

各施設の予算規模については、別添資料 1 施設概要のコスト状況

欄をご参照ください。 

14 10/23 

近隣の支援センターや地域団体、併設施設との連携実績についてご教

示ください。 

（別添資料 ３ 児童ホーム業務一覧） 

各子育て支援センターから専門職を児童ホームに派遣してもらい、

個別相談や講座を行っているほか、公民館や地区社会福祉協議会と

連携したこどもまつり、福祉まつりなどの事業、地域文庫による読

み聞かせやおもちゃ病院の実施をしております。 

15 10/23 

利用者向けのアンケートについて開示いただくことは可能でしょう

か？ 

（利用者満足度について） 

利用者満足度を調査したアンケートは実施しておりませんが、平成

30 年度に実施された「船橋市子ども・子育て支援に関するアンケ

ート調査」では、就学前児童調査では 86.9％が児童ホームを認知し

ており、56.6％が利用したことがある、55.7％が今後利用したいと

回答しています。小学生調査では、放課後にもっとも多く過ごす場

所として低学年の 0.4％、高学年の 1.2％が児童ホームと回答して

います。 

このアンケート調査の結果を反映させ作成されております、「第 2

期船橋市子ども・子育て支援事業計画」にも児童ホームの記載がご

ざいますのでご参照ください。 

16 10/23 
備品リストを開示いただくことは可能でしょうか？ 

（各施設の備品について） 

追加資料１＿備品リストのとおりです。 

17 10/23 

コスト状況支出項目にある委託費と賃借料、その他の内訳をご教示く

ださい。 

（別添資料 １ 施設概要） 

「委託費」、「賃借料」については、追加資料２＿支出項目内訳のと

おりです。 

「その他」については、項目に当てはまらないもの全てを指します

が、具体的には、報償金、費用弁償、普通旅費、消耗品費、食糧費、

燃料費、医薬材料費、通信運搬費、施設管理手数料、その他手数料、

自動車損害賠償責任保険料、その他保険料、原材料費、その他備品

購入費、負担金、自動車重量税です。 

https://www.city.funabashi.lg.jp/kodomo/keikaku/007/p035375.html
https://www.city.funabashi.lg.jp/kodomo/keikaku/007/p035375.html


18 10/23 
地域館と拠点館の役割の違いをご教示ください。 

（別添資料 １ 施設概要） 

拠点館は、地域館と基本的な機能に違いはありませんが、立地的、

施設的な条件等から来館者が比較的多く、地域館よりも人員を１名

加配しております。 

19 10/23 

注意書きに「園長は放課後ルーム（学童）の責任者を兼務と記載され

ています。業務一覧に放課後ルームの記載がありませんが、児童ホー

ムの運営に含まれますか？ 

（別添資料 ４ 児童ホーム職員数） 

今回の児童ホームとしての業務には含まれません。 

20 10/23 
船橋市の地域特性についてご教示ください。 

（地域特性について） 

船橋市の地域特性については下記のとおりです。 

詳細については、「第 2 期船橋市子ども・子育て支援事業計画」を

ご確認ください。 

 

〇統計等からみた状況について 

船橋市の人口は増加傾向で推移しており、令和 2 年 10 月 1 日現在

で 644,182 人となっています。 

年少人口（0～14 歳）は減少傾向で推移しており、令和 6 年度まで

の期間における就学前児童（0～5 歳）人口はほぼ横ばい、就学児

童（6～11 歳）人口は減少を見込んでいます。 

世帯数は増加傾向で推移していますが、1 世帯当たりの人員は減少

傾向にあり、平成 31 年 4 月 1 日現在は 2.11 人です。 

また、子どものいる世帯構成は、核家族の割合が増加傾向にありま

す。 

女性の労働力率は 25 歳以上のいずれの年齢階級も上昇していま

す。いわゆる「M 字カーブ」は近年少しずつカーブが緩やかになっ

てきています。 

https://www.city.funabashi.lg.jp/kodomo/keikaku/007/p035375.html


就学前児童や小学生を持つ母親の就労状況については、就労してい

る割合が増加しています。 

 

〇市民の満足度について 

本市の子育て環境や支援施策に関する満足度について、平成 30 年

度の調査において、就学前児童調査における市の子育て環境や支援

への満足度は「満足度 4」「満足度 5」をあわせて 27.3％と前回の

調査よりも増加しています。また、小学生調査においても「満足度

4」「満足度 5」をあわせて 30.9％と前回の調査より増加しており、

子育て環境や支援施策についての満足度は上昇しています。 

 


